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研究成果の概要（和文）：本研究では、上級日本語学習者に対する聴解力育成を目的に、オンラ

イン教育とオフライン教育を融合したブレンディッド型授業モデルを構築するとともに、学習

者の履修管理から教育の提供、学習状況の把握までを一括管理できるコースマネージメントシ

ステム「Moodle」をベースに、約 1000 問の音声問題と 13 本の動画解説で構成される上級日

本語聴解 e ラーニングコンテンツを開発した。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, I constructed the Blended Learning Model which  

integrates on-line learning and off-line learning aimed to train advanced Japanese 

listening ability as a second language. Furthermore, I developed the Advanced Listening 

Contents of an e-learning Course in Japanese which contains about 1000 sound questions 

and 13 videos. This course is based on the course management system “Moodle” that offers 

education services and with which one can oversee the curriculum management of students 

and grasp one’s learning situation all together. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 現在、日本語教育の分野においては、授業
のメインコンテンツとして履修管理から到
達度評価までを一括管理できる学習管理シ
ステムを有したコースウェアの開発にはま
だ至っていないのが現状である。 

1980 年代半ばより、学習者の自律的学習
の促進を目指して教育現場にコンピュータ

を導入する試みがなされるようになった。し
かしながら、その多くは補習ないしは補助教
材という位置付けで開発されたもの、あるい
は学習コンテンツの提供に止まり学習者の
学習管理まで至っていないものがほとんど
である。 

近年になって e コースの教育効果の検証や
本研究のベースとなる Moodle を日本語教育
に導入する試みもなされているが、まだ十分
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活用されている状況ではなく、今後の進展が
期待される。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、以下の３点である。 

 
(1)上級日本語学習者に対する聴解力育成を
目的に、オンライン教育とオフライン教育
を融合したブレンディッド型授業モデル
（ブレンディッドラーニングモデル。以下、
BL モデル）を構築する。 

(2)(1)の授業モデルを構築するために、学習
者の履修管理から教育の提供、学習状況の
把握までを一括管理できるコースマネー
ジメントシステム「Moodle」をベースにし
た上級日本語聴解 e ラーニングコンテンツ
を開発する。 

(3)授業実験やアンケート調査をもとに、構
築した教育モデルの有効性・教育効果およ
び利便性を、学習者と教師の両面から検証
する。 

 

３．研究の方法 

 

以下の手順で研究を行った。 
 
(1)平成２２年－コンテンツの開発１ 
  ①コンテンツの概要や課構成の検討、②
聴解問題原稿の作成、③音声コンテンツの
開発（前半）。 

(2)平成２３年－コンテンツの開発２ 
④音声コンテンツの開発（後半）、 

(3)平成２４年－コースの実施と検証 
  ⑤解説動画コンテンツの開発、⑥付属テ
キストの作成、⑦筆者によるブレンディッ
ド型授業の実施と検証及び学習者に対す
るアンケート調査、⑧研究成果発表。 

 
４．研究成果 
 
(1)研究の主な成果 
 
①インプット系に特化した融合型 BL モデル
の構築 

 まず、BL導入の観点から従来の授業スタイ
ルをインプット系、アウトプット系、インタ
ラクティブ系に整理分類した。 
 インプット系の授業は、1)正解がすでにあ
る。2)言語知識・受容技能の習得が主。3)暗
記・反復練習で習得。4)言語形式の正確さが
重視されやすい。5)答えや結果が重要。とい
った特徴を持つ。 
 アウトプット系の授業は、1)正解は必ずし
もない。2)言語運用能力の習得が主。3)教師
とのインタラクションを通じて習得。4)言語
の形式・内容がともに重視される。5)答えよ

り過程が重要。といった特徴を持つ。 
インタラクティブ系の授業は、1)正解は必

ずしもない。2)知の創造や相互理解が主。3)
学習者同士のインタラクションを通じて習
得。4)言語内容の豊かさが重視されやすい。 
5)答えより過程が重要。といった特徴を持つ。 
 さらに、オンライン教育との親和性はイン
プット系授業が最も高く、アウトプット系の
授業がそれに続き、インタラクティブ系の授
業が最も低い。本研究では集合学習における
オンライン教育（e ラーニング）の積極的な
導入を進めていることから、インプット系の
授業の特化した融合型 BL モデルの構築を行
った。 
 融合型 BL モデルとは、eラーニングと対面
式授業を一授業の中で融合したモデルで、対
面式授業を主とし、授業外に eラーニングを
行う講義補完型 BL モデルや、eラーニングに
よる通信教育を主とし、適宜集合学習を組み
込むサイバー型 BL モデルとは異なるもので
ある。このモデルは、学習活動の多くを e ラ
ーニングに当て、教師は学習状況の管理と個
別指導・支援に専念できるため、教育の効
果・効率・魅力の向上を目指しつつ、同時に
教師の授業負担を軽減できる点に特徴があ
る。さらに、一教室空間内で完結することか
ら、教育現場にも受け入れやすいモデルであ
るといえる。インプット系に特化した融合型
BL モデルを図示すると図１のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ インプット系に特化した融合型 BL モ
デル 
 
②上級日本語聴解 eラーニングコンテンツの
開発 

オフライン（教師）による個別

指導・支援 

・個別指導 

・支援（メンタリング） 

・学習状況の把握・管理 

オンライン（e ラーニング）によ

る一斉指導 

・学習コンテンツの提供 

・学習データの収集・管理 

・定期試験の実施・採点 

 



 上記①で構築してきた BL モデルに基づい
て、新しい日本語能力試験 N１（以下、JLPT-1）
に対応した上級日本語聴解コンテンツを開
発した（図２参照）。 
 

図２ 「上級日本語」聴解コンテンツ 
 
概要は以下のとおりである。 

●コース概要 
目  標：JLPT-N１レベルの聴解力の養成 
学習者の日本語レベル：JLPT-N２程度 
構  成：全 13回。１課 90 分程度。 
使用 LMS：Moodle2.2.1 
授業形態：BLモデルによる一斉授業。 
●１課の構成と内容 
１課のコンテンツの構成は以下の通りで

ある。なお、第１回はオリエンテーションを
兼ねているため問題数を少なくしてある。 
・言葉の聞き取り１（10 問／回。全 123問。） 
 「問題１ 課題理解」「問題２ ポイント
理解」の中からＮ２レベル以上の語彙、ある
いは特殊拍など学習者にとって聞き取りに
くい音を含んだ語彙をディクテーション問
題として出題。音声試聴後、文字を入力して
解答する。正解すると次の問題が表示される。
すべての問題に正解すると、次のコンテンツ
に進むことができる。（図３参照。） 
 

出題例 
（   ）の中に入る言葉を、音声を聞いて
答えなさい。答えはすべてひらがなで答えな
さい。 
（   ）遠くの店に行く。 
 
答え：わざわざ 
レスポンス：正解です。 

図３ 「言葉の聞き取り１」出題例 
 
・文の聞き取り１（10 問／回。全 123問。） 
 先の「言葉の聞き取り１」と同じ要領で出
題。句や文レベルの聴解力の向上を図る。す
べての問題に正解すると、次のコンテンツに
進むことができる。（図４参照。） 
 
 

出題例 
（   ）の中に入る言葉を、音声を聞い
て答えなさい。答えはすべてひらがなで答
えなさい。 
これ（   ）。 
 
答え：かってこいっていった 
レスポンス：正解です。 
   漢字で書くと「買って来いって言っ
た」です。 
   「～って言った」：「～と言った」 

図４ 「文の聞き取り１」出題例 
 
・問題１ 課題理解（３問／回。全 37 問。） 
 JLPT-N１の出題形式に沿って出題。解答す
ると正解・不正解に関係なく次の問題が表示
される。すべての問題に解答すると、次のコ
ンテンツに進むことができる。 
・問題２ ポイント理解（４問／回。全 49
問。） 
 「問題１ 課題理解」に同じ。 
・動画解説１（20分程度。） 
 「問題１ 課題理解」「問題２ ポイント
理解」について動画で解説する。コンテンツ
は聴解スクリプトと筆者による解説動画を
Stream Author3 を使って編集して構成。一定
時間以上連続試聴し、かつ動画の内容に関す
る質問に正解すると、次のコンテンツに進む
ことができる。（図５参照） 
 

図５ 解説動画画面 
 
・コラム 
 学習意欲の向上を目的に、学習に対する考
え方等を示した講義資料を提示。 
・言葉の聞き取り２（10 問／回。全 123問。） 
 「問題３ 概要理解」「問題４ 統合問題」
の中から、先の「言葉の聞き取り１」と同じ
要領で出題。すべての問題に正解すると、次
のコンテンツに進むことができる。 
文の聞き取り２（10問／回。全 123 問。） 
「問題３ 概要理解」「問題４ 統合問題」
の中から、先の「文の聞き取り１」と同じ要



領で出題。すべての問題に正解すると、次の
コンテンツに進むことができる。 
・問題３ 概要理解（３問／回。全 37 問。） 
 「問題１ 課題理解」に同じ。 
・問題４ 即時応答（６問／回。全 73 問。） 
 「問題１ 課題理解」に同じ。 
・問題５ 統合理解（２問／回。全 25 問。） 
 「問題１ 課題理解」に同じ。 
・動画解説２（20分程度。） 
「問題３ 概要理解」「問題４ 統合理解」

について動画で解説する。以下は、「動画解
説１」に同じ。 
・このおもしろい日本語を聴け！ 
 学習者が日本語の聴解活動にさらに興味
と関心をもって取り組める動画を紹介。日本
語を聞くことそのもののおもしろさや快感
を体感することにより、聴解学習に対する統
合的動機づけや積極的な学習態度の醸成を
促す。 
 
③付属テキストの作成 
 聴解学習を促進するための付属テキスト
を作成した。（図６、図７参照。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 付属テキスト―表紙 

図７ 付属テキスト―問題 

④BL モデルに基づいた授業の実施と検証及
び学習者に対するアンケート調査の実施 

 授業の実施概要は以下のとおりである。 
 
・実施期間：2012年 10 月３日から 2013年１

月９日（週１回。１回 90分。） 
・授業頻度：週１回 
・学習者：６名（全員中国国籍。うち１名は

すでに JLPT-N1 に合格。） 
・授業形態：PC 教室での BL モデルに基づい

た集合学習。 
 
 また、授業実施後に行った学習者による授
業評価アンケートの結果は、以下のとおりで
ある。質問項目は、選択式が 14、自由回答が
１、有効回答数は４であった。 
 

表１ 授業評価アンケート結果 

 強
く
そ
う
思
う 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思
わ
な
い 

１－１．（あなた
自身について）あ
なたはこの授業
によく出席して
いた。 

1 3 0 0 0 

１－２．（あなた
自身について）授
業を受ける際に、
シラバスを利用
した。 

1 1 1 1 0 

１－３．（あなた
自身について）あ
なたはこの授業
に熱心に取り組
んだ。 

1 3 0 0 0 

２－１．（この授
業について）シラ
バスは、授業の目
的・内容・評価方
法を明確に示し
ていた。 

1 2 1 0 0 

２－２．（この授
業について）授業
の進度は適切で
あった。 

1 3 0 0 0 

２－３．（この授
業について）授業
の内容は興味や
関心をひくもの
であった。 

1 3 0 0 0 



２－４．（この授
業について）授業
はわかりやすい
ものであった。 

1 3 0 0 0 

２－５．（この授
業について）先生
の熱意（授業の準
備・意欲など）を
感じた。 

1 3 0 0 0 

２－６．（この授
業について）先生
の話し方は聞き
取りやすいもの
であった。 

1 3 0 0 0 

２－７．（この授
業について）e コ
ンテンツの内容
や教師の指導は
学生の理解を助
けるのに効果的
であった。 

1 3 0 0 0 

２－８．（この授
業について）先生
は学生の授業へ
の参加を促す努
力をしていた。 

1 3 0 0 0 

２－９．（この授
業について）授業
時間は守られて
いた。 

1 3 0 0 0 

 
従来の対
面式の授
業（先生が
教科書を
解説する
授業） 

本授業の
ような e
ラーニン
グの授業
（パソコ
ンを使っ
た授業） 

２－１０．従来の
対面式の授業（先
生が教科書を開
設する授業）と、
本授業のような e
ラーニングの授
業（パソコンを使
った授業）と、ど
ちらが効果的だ
と思いますか。 

1 3 

 大
変
よ
い 

よ
い 

普
通 

悪
い 

大
変
悪
い 

２－１１．（この
授業について）こ
の授業の総合評
価を記入してく
ださい。 

1 3 0 0 0 

３．以上の質問の
ほか、この授業に
ついて何でもい
いので感想を書
いてください。 

- 日本語の聴解に非常
に役に立ちました。  

 お疲れ様でした。  
 ありがどうございま
す。 

- 毎回、授業でいろい
ろ新しい知識を身に
着けることができま
す。いいと思う。 

- ありません。 
- ない 

 
 アンケート結果から、本モデルと開発した
e ラーニングコンテンツは、学習満足度の高
いものであることが示された。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
現在、国内においては政府主導のもと、

2020 年までに受け入れ留学生を 30 万人にま
で増やす、いわゆる留学生受入 30 万人計画
が進められている。 
一方、海外においては外務省や文化庁（文

部科学省）を中心に、同じく 2020 年までに
海外日本語学習者を 500万人にまで増やす計
画が進められている。 
加えて、法務省入国管理局は 2012 年、高

度人材に対するポイント制による優遇制度
を導入し、高度な日本語力を持つ外国人材の
入国を推奨している。 
本研究で開発した授業モデルおよび eラー

ニング教材は、そうした政府の日本語教育推
進施策を後押しするものであり、国内外の日
本語高度人材の育成に寄与するものである。 
 
(3)今後の展望 
 今後は、本研究で開発した授業モデルおよ
び eラーニング教材を国内外の日本語教育機
関に広く提供することによって、教育の ICT
化および日本語教育の質や魅力のさらなる
向上、ひいては国内外の日本語学習者の獲得
を進めていきたい。さらに、日本語高度外国
人材の育成を進めることによって、日本経済
の活性化にも微力ながら寄与していきたい。 
 また、聴解コンテンツだけでなく、読解や
文字・語彙のコンテンツ開発を進めることに
よって、上級レベルの総合的な学習環境の構
築も進めていきたいと考える。 
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